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国
と
中
国
の
覇
権
を
巡
る
戦

い
が
２
０
１
８
年
以
降
に
顕

在
化
し
た
。
こ
の
一
つ
の
象

徴
が
、
18
年
７
月
、
米
国
が
輸
入
す
る

中
国
製
品
の
う
ち
ロ
ボ
ッ
ト
や
工
作
機

械
な
ど
約
８
０
０
品
目
に
約
３
４
０
億

㌦
の
制
裁
関
税
を
発
動
し
、
中
国
も
同

規
模
の
報
復
関
税
を
課
し
た
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
第
２
弾
、
第
３
弾
と
制

裁
関
税
な
ど
が
続
き
、
19
年
５
月
に
は
、

中
国
の
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）

や
関
連
企
業
68
社
を
米
国
企
業
の
製
品

販
売
禁
止
リ
ス
ト
に
指
定
し
た
。

　
19
年
６
月
下
旬
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
で
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
習
近
平
国

家
主
席
と
の
米
中
首
脳
会
談
に
よ
っ
て
、

現
在
は
休
戦
状
態
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

対
立
を
生
み
出
す
要
因
は
何
か
。

　
そ
れ
は
中
国
の
経
済
力
が
米
国
を
凌

駕
し
つ
つ
あ
る
た
め
だ
。
国
際
通
貨
基

金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
デ
ー
タ
で
は
、
市
場
為

替
レ
ー
ト
ベ
ー
ス
（
ド
ル
換
算
）
で
、

１
９
９
５
年
の
米
国
、
中
国
、
日
本
の

世
界
経
済
に
占
め
る
割
合
は
各
々
24
・

６
％
、
２
・
４
％
、
17
・
６
％
で
あ
っ

た
が
、
10
年
に
中
国
は
日
本
を
上
回
り
、

同
22
・
７
％
、
９
・
２
％
、
８
・
６
％

に
な
っ
た
。
18
年
は
同
24
・
２
％
、
15

・
８
％
、
５
・
９
％
で
、
米
国
は
中
国

を
ま
だ
上
回
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
量
で

見
た
「
購
買
力
平
価
ベ
ー
ス
」
で
は
、

14
年
に
は
中
国
は
米
国
を
上
回
っ
て
い

る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
購
買

力
平
価
ベ
ー
ス
で
、
95
年
の
米
国
、
中

国
、
日
本
の
世
界
経
済
に
占
め
る
割
合

は
各
々
19
・
９
％
、
５
・
９
％
、
７
・

８
％
で
あ
っ
た
が
、
99
年
に
中
国
は
日

本
を
上
回
り
、
同
20
・
６
％
、
７
・
２

％
、
７
・
０
％
に
な
っ
た
。
18
年
は
同

15
・
２
％
、
18
・
７
％
、
４
・
１
％
で
、

中
国
は
米
国
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
実
は
米
国
も
十
分
に
理
解
し

て
お
り
、
そ
れ
が
米
中
貿
易
戦
争
を
引

き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
81
年
か
ら
20
年
に
お
け

る
１
人
当
た
り
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
平
均
成
長
率
（
ド
ル
ベ
ー
ス
、

予
測
を
含
む
）
は
、
中
国
11
・
３
％
、

米
国
３
・
５
％
、
日
本
２
・
７
％
で
あ

り
、
こ
の
成
長
率
が
継
続
す
る
と
き
、

中
国
の
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
本
、

米
国
を
追
い
抜
く
の
は
、
41
年
、
47
年

と
な
る
。
米
国
と
中
国
と
い
う
超
大
国

の
狭
間
で
、
覇
権
交
代
の
確
率
を
ど
う

予
測
し
、
日
本
が
ど
う
生
き
抜
く
の
か
。

真
剣
な
議
論
が
望
ま
れ
る
。
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購買力平価ベースで中国の世界経済に
占める割合が米国を上回った年
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